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日本ビジネスシステムズ株式会社 

 

JBS オリジナルの「Azure OpenAI Service」設計がマイクロソフトの審査・承認を

受け一般公開 
～提供中の GPT サービスもユーザーの声を反映しアップグレード～ 

 
日本ビジネスシステムズ株式会社（本社︓東京都港区 代表取締役社長︓牧田幸弘、以下「JBS」、証券コード︓
5036）が開発した「Azure OpenAI Service」のオリジナル設計（＝アーキテクチャ）が、提供元であるマイクロソフト
によって審査・承認され、一般公開されたことをお知らせします。 
 

 
 

JBS が 2023 年 4 月 28 日にリリースした、GPT 技術を安心かつ迅速に導入するためのサービス「アイプリシティ チャ
ット Powered by ChatGPT API（※1）」（以下、アイプリシティ チャット）は、今回認定を受けたアーキテクチャに
基づいて開発されていることから、日本マイクロソフトが提唱する Azure OpenAI Service リファレンスアーキテクチャに
基づき、信頼性やセキュリティなどが十分考慮されていることが認定されました。 
※1 アイプリシティ チャット Powered by ChatGPT API について 

(JBS、機密情報の漏洩リスクを回避して安心安全に「ChatGPT」を利用するための導入コンサルティングサービスをリリース) 
 
なお「アイプリシティ チャット」は既にさまざまな企業で活用されており、実業務における稼働が実証されていること、また今
回アーキテクチャが承認されたことを受け、JBS はマイクロソフト「Azure OpenAI Service リファレンスアーキテクチャ
（※2）」賛同パートナープログラムにおいて、”先進的な取り組みをするパートナー”に与えられる Advanced Partner 
となりました。 
※2 「Azure OpenAI Service リファレンスアーキテクチャ」賛同プログラムの詳細および 
公開されたリファレンスアーキテクチャについては Azure OpenAI Service リファレンスアーキテクチャ サイトをご参照ください。 

 
 

https://www.jbs.co.jp/solution/category/generativeai
https://www.jbs.co.jp/news/2023/0428
https://www.microsoft.com/ja-jp/biz/find-new-value-on-azure/ai-biz.aspx
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「アイプリシティ チャット」をアップデート 
「アイプリシティ チャット」は、企業の皆さまの GPT 関連技術の導入に対するお悩みを解決するコンサルティングと、機密
情報の漏洩リスクを回避した ChatGPT アプリの提供により、安心安全でスピーディーな GPT 技術の導入をサポート
しています。前述の通り、「アイプリシティ チャット」はこの度認定を受けたアーキテクチャに基づいて開発されていますが、今
回のタイミングで追加アーキテクチャを反映し、サービスのアップデートを行いました。 
このアップデートは、機能やサービスにおいて、既に「アイプリシティ チャット」を活用いただいている皆さまからのご要望を反
映しております（図 1）。 

 

図 1 アップデート内容 
 
① 機能︓GPT-4 に対応、またユーザーアクセス制御などの管理機能を提供します。さらにブラウザからだけでなく、

「Microsoft Teams」からの利用を可能にし、よりユーザーの皆さまの「使いやすさ」を目指しました。 
② サービス︓皆さまにさらに「アイプリシティ チャット」を安心してご利用いただくために、導入後 1年間の保守を提供し

ます。基盤となる「Microsoft Azure」やブラウザのアップデート対応、標準機能の改善を行います。また、管理者
向けの機能として、ユーザーインターフェースのカスタマイズ、ユーザーの管理、チャットデータの確認ができます。これら
の機能は保守サービスによって改善が行われ、将来的には外部データの活用や高度な管理機能の提供も予定して
います。 

③ 構成︓東日本リージョンでの構成を基本とし、レスポンスを改善しました。また東日本リージョンは日本の法律と規制
に準拠して管理されるため、データ保護やプライバシーに対して日本の基準を満たすことができるようになりました。 

 
今後の展開 
JBSは、マイクロソフトが提供する「Microsoft Copilot（※3）」の技術、思想を積極的に取り入れ、「アイプリシティ 
チャット」をはじめとする各種 AI 関連サービスの拡張を引き続き予定しています。企業が持つデータを検索対象とする 
ChatGPT サービスの展開など、皆さまが徹底的に AI を活用した DX を推進できるよう、引き続き皆さまに寄り添
い、支援してまいります。 
※3 「Microsoft Copilot」とは︓Microsoft Copilot – Microsoft Adoption 

https://adoption.microsoft.com/ja-jp/copilot/
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なお、この度のアーキテクチャ公開に際して、日本マイクロソフトよりエンドースメントを頂戴しています。 
 
日本マイクロソフトは、JBS 様の「Azure OpenAI Service」に関するアーキテクチャ公開を心より歓迎いたします。
「Microsoft 365」や「Microsoft Azure」といったマイクロソフトクラウドサービスを創世記から積極的に推進されている
JBS 様が、「Azure OpenAI Service」においても、Advanced Partner の 1社として日本市場をリードしていただ
くことを大変うれしく思います。 
DX の遅れが取りざたされる日本においても、GPT 技術が注目され、皆さまが簡単に使えるようになりました。しかしなが
ら AI 技術は目の前にあれば活用が進むものではなく、”定着”して初めて活用が進むものだと実感しています。先進的
な技術を利用しやすい形で提供することを得意とされる JBS様により、「Azure OpenAI Service」の活用が進み、さ
らなる技術革新が起こることを期待しています。今後も日本マイクロソフトは、JBS 様との強力な連携を通じて AI を駆
使したサービスを提供し、社会のデジタル変革に貢献してまいります。 
 

日本マイクロソフト株式会社 
業務執行役員 パートナー事業本部 副事業本部長 

エンタープライズパートナー統括本部長 
木村 靖 

 
今後も JBS は、マイクロソフトをはじめとするパートナーとの強力な連携を通じて、技術革新がもたらす企業・社会の持
続的成長に貢献できる企業であり続けたいと考えています。 
 
 
【参考︓JBS の AI の取り組み】 
JBS では 2020年より AI 技術の活用促進を目的とした「AI-Lab」の活動に取り組んでいます。日本マイクロソフトや
はこだて未来大学と提携し、AI の技術連携、実証実験、活用用途の開発などを通じて、AI 時代をリードするエンジニ
アの育成と体制づくりを行ってまいりました。早期からの取り組みで得た知見を社内での生成 AI 活用に取り入れ、自ら
の経験を“リアルショーケース”としてお客さまの課題解決に反映しながら、実証された技術を「アイプリシティ チャット」など
のサービスにまとめ、広く展開しています。”優れたテクノロジーを、親しみやすく”を Mission とする JBS として、”安心し
て活用できる生成 AI”を皆さまへお届けし、社会の成長に貢献してまいります。 
 
 
【日本ビジネスシステムズ株式会社（JBS）について】 
■会社概要 
代表者：代表取締役社長 牧田 幸弘  
設立：1990年 10月 4日  
社員数（連結）：2,379名（2023年 3月 31日現在）  
URL：https://www.jbs.co.jp  
 

https://www.jbs.co.jp/
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■事業概要：   
「優れたテクノロジーを、親しみやすく」を Mission とし、マイクロソフトをはじめとするクラウドソリューションに強みを持つ
JBS は、コンサルティングからソリューション導入・運用・利活用に至る一連のご支援を通じて、お客さまのクラウド活用力
向上と社会のデジタル変革に貢献します。 
 日本マイクロソフトが選出する「マイクロソフト ジャパン パートナー オブ ザ イヤー」を 2013 年より連続受賞

（2023年は Dynamics 365 Services アワードと Solution Partner Capability アワード） 
 マイクロソフト Azure Expert マネージド サービス プロバイダー（MSP）認定 
 マイクロソフト ソリューション パートナー認定（5 カテゴリーのバッジ保有） 
 
※Microsoft、Azure、Office 365、Outlook、OneDrive、SharePoint、Microsoft Teams、Teams は、米国
Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標、または商標です。 
※Microsoft 365 は、Microsoft Corporation が提供するサービスの名称です。 
※記載された会社名およびロゴ、製品名などは該当する各社の登録商標または商標です。 
※本リリースのすべての内容は、作成日時点でのものであり、予告なく変更される場合があります。また、様々な事由・背
景により、一部または全部が変更、キャンセル、実現困難となる場合があります。予めご了承下さい。 
 
■プレスリリースに関するお問い合わせ 
日本ビジネスシステムズ株式会社 広報室 山崎・加藤 
E-mail: CorporateCommunications@jbs.com / TEL: 03-6772-4000 
 

mailto:CorporateCommunications@jbs.com

